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10.新庄盆地

(1) 地形・地質

新庄盆地は山形県の北部に位置する内陸盆地の 1つである。奥羽山脈と出羽丘陵の聞に位置す

る。南の猿羽根l峠で尾花、沢盆地と境している。

盆地は，鮮新世の地層からなるなだらかな丘陵地と，河岸段丘を主体としている。丘陵地は

段丘をとり囲むように分布し3 その標高は，盆地西縁部で 140~160 m，東縁部で 200~300 m 

である。これに対し，段丘部は泉田川下流で 80m，上流部は 200mとなっており，盆地全体と

しては，西側に傾斜したような形を示している。

盆地の基盤は，第三紀中新世の地層で，これは盆地の周囲に広く分布している。

地質周序とその岩質の概要は表 2-2-16に示したとおりである。

表2-2-16 新庄盆地の地質層序表

時代 | 地層名 層 相 層厚 (m)

氾i佐原土佐積物
完新世 沖 積 庖

扇状地堆積物
第

段丘堆積層 砂磯層

更 上部:凝灰質砂，粘土 10 四
下 山 崎庖

新 下部，磯

紀
砂l線(凝灰岩，粘土を含む〉 100 世

山 屋 層
最上部 磯

上部.浮石凝灰角磯岩 100 
舟 形 居

下部.砂磯
鮮

凝灰質砂泥岩互層 120 
新 柴倉山層

基底・凝灰岩，凝灰質砂岩

中粒砂宕 200 第 新 本合海周
爽炭砂質泥岩，砂岩互厨

中粒~粗粒砂岩 250 
/¥ 向 厨

下部・泥質岩世
高己

細粒~中~生砂岩 230 
鮭 )11 庖

基底:シノレト質岩

先 主宇 新 統

(仙台通商産業局 (4)による)

(2) 地下水

盆地における帯水層は地質的に 2つに区分される(図 2-2-41，42)。沖，洪積層は新庄盆地に

おける最も主要な帯水層で、あり，現在揚水されている地下水の大部分はこの帯水層からである。
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8 粘土~シノレト混り 9 粘土~シJレト混り 10磯岩 11磯混り砂岩 12砂岩
13 泥岩 14凝灰岩 15安山岩 16軽石混り 17凝灰質 18 泥炭混り
19 泥炭 20 ストレーナー

図2-2-42 地質柱状断面図

主として，磯，砂からなる扇状地性准1漬物である。透水係数は 10-3cm/s，比湧出量は 80m3/d/m 
程度を示すものが多い。冬期の消雪用井戸の揚水により ，水面は極端に低下し最も低下した井戸

で， 地表下 70mに達する揚合もある。 しかし，消雪の時期が過ぎた 4月頃にはも との状態まで

回f宣する。

新庄市付近の深井戸は，扇状地性堆積物の帯水層に加えて，その下位にくる第三紀鮮新世の地層

の舟形層からも採水している揚合が多い。 一方，金山町，真室川町，鮭川村地域では，舟形周より

下位の柴倉山層，本合海層，八向層，鮭川周などから揚水している弁戸が多い。これら鮮新世の地

層からの揚水状況は表 2-2-17に示 しである。鮮新世最下部の鮭川層からの揚水量が，3，500 m
3
/d 
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内外を示すものが 3 井 もあり ，比湧出量;も 106 ~ 248 m3/d/m とかなり良好な水文地賀状況を示

している(図2-2-43)。鮭川層よ り上位の諸層から採水している井戸の中では，舟形屈が加わる場

合は揚水量;も多くなるようである。新庄丸魚(株〉の井戸は舟形層から柴倉山， 本合海周を経て八

向層まで到達しているよう である。この井戸の揚水量は 2，000m3/d (比湧出量 120m3{d/m)であ

る。一方，柴倉山居からも 1，440m3/d (比湧

出盆 247m3{d{m)とかなり多量な揚水をして

いる。しかし， 比湧出量からみた場合，かな

り小さいも のもあり，同一地層でもかなり検
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方向での岩相変化があり， 透水性にも差異が

出て， このような結果になっているもの と考

えられる(図 2-2-43)。

地下水の利用状況は， 1955年に 80井に過

ぎなかっ た井戸が， 1974年には 1，137井に達

した。しかし， その 85%に当る 967井が農

業用で，1974年の地下水の日揚水量:46万m3

のうちの 85% に当る 40万 m3 が農業用で

ある。多少の例外はあるが，そのほとんどが

10m以浅で，伏流水的な地下水である。

農業用を除いた深度別の井戸本数を 1974年の調査でみる と， 30 m以浅のものが 55井， 121~ 

150 m のものが 42井と浅層部の沖，洪積層と比較的深層部の第三紀庖(鮮新世〉の地下水利用に

二分されている。

地下水によるかんがいは，新庄地区農業水利事業による地表水利用に転換するもところが多く

なり ，地下水利用はかなり減少するものと思われる。一方，消雪用の地下水利用は近年増加の傾

向にあり，冬期間にはかなりの水位低下を生じている。採水の対象となる鮮新世の地周は粘土，

シノレ ト屈がかなり挟在してきているので，脱水圧密による地盤沈下の可能性が十分考えられる。

〈松岡功〉
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図2-2-43 比湧出量一覧図

(第三紀鮮新世の地層からの揚水井戸)
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11. 山形盆地

(1) 地形・地質

かつて山形盆地は地下水に非常に恵まれた地域てdあった。 山形市街地は馬見ケ崎川扇状地の上

にあって，生活用水として扇状地の豊富な地下水が利用されてきた。またs 水団地帯は馬見ケ崎


